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内航船の船型別登録船の推移

令和6年度版内航海運の活動
-日本内航海運組合総連合会より

内航船の船型別構成を100総㌧以上の登録船でみると隻数比で安全最小定員が5名以下と
なる499総トン以下の船舶数は全体の62.2%となっております。
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内航海運事業者数

令和6年度版内航海運の活動
-日本内航海運組合総連合会より

内航海運は、6割以上が
499総㌧以下の小型船であ
るとともに、6割近くが一
杯船主という構造になって
います。

荷主と契約し貨物を運送す
る事業者の上位約60社の
運送契約量は総輸送量の8
割を占めています。



内航の新規就業者数の推移
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海事局資料より

国土交通省海事局、船員教育訓練機関、海事関係者の弛まぬ努力により、平成19年度以降増加
傾向にあった内航船の新規就労者数は、令和元年のコロナウイルス感染症の流行以降減少に転
じています。



内航総連が実施している船員確保と育成対策についての紹介
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1. 6級海技士養成奨学金制度の設立について

2. 商船系高等専門学校との連携強化について

3. 水産高校との連携強化について

4. ジェンダーレスな視点による船員対策検討会の設置について

5. 内航船員の定着化に向けた教材等の開発及びその活用方法について

6. 内航船員確保対策協議会における活動助成について
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日本海洋資格センター

尾道海技学院
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内航船に関する航海士の乗り組み基準

内航船の6割以上を占める総トン数499トン以下の船舶では、沿海区域を航行するのに航海士は
6級海技士、船長は5級海技士の資格が必要となります。
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内航船に関する機関士の乗り組み基準

同様に機関部の場合も、沿海区域航行船を航行する機関出力749キロワット以下の船舶の機関
長は5級海技士、機関士は6級海技士の資格が必要になります。
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６級海技士短期養成コース奨学金制度の設立について

6級海技士短期養成コース
（4.5か月） 部員として2年の乗船履歴

＋ 海技免状の取得
6カ月の乗船履歴

航海士・機関士

499総㌧以下の内航貨物船の士官となる一例

令和6年4月、内航小型船の深刻な船員不足を解消するための
手段として、6級海技士短期養成コースの授業料、宿泊費、生
活費など高額な費用を賄うための奨学金制度を設立しました。
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海洋共育センター資料より

６級海技士短期養成コース終了者数と船員就職者数の推移

令和6年度は前年度の86名から148名と大幅な増加となり、平成31年度の138名を超え過去最高
の修了者を見込んでおります。
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商船系高等専門学校との連携強化について
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VR・AR技術を活用した仮想乗船体験、船内見学システムの構築

橋の下を航過する弓削丸のVR動画

尾道におけるVR体験イベント風景

小中学校の生徒を対象に練習船弓削丸のVR航
海体験が可能なコンテンツなどを無料で提供さ
せて頂いております。



商船系高等専門学校との連携強化について
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VR・AR技術を活用した仮想乗船体験、船内見学システムの構築

作成中のVR機関室見学
国立弓削商船高等専門学校

コンテンツの作成は、
小中学生に興味を
持って頂けるように、
弓削商船高専の学生
目線で作成頂いてお
ります。

今後も様々なコンテ
ンツをリリース予定
です。
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水産高校との連携強化について
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卒業生の総数は減少しているものの民間商船への就職人数は
増加しています。



水産高校との連携強化について
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水産高校との連携強化について
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令和5年度より、国土交通省地方運輸局が各地で主催する「めざせ海技者セミナー」の全ての
管区内におけるの水産系高校の学生の皆様が参加頂けるよう、貸し切りバスの手配を開始しま
した。
海運事業者と学生が直接お話ができる機会の創生を今後も積極的に支援いたします。

昨年の神戸会場の様子
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ジェンダーレスな視点による船員対策検討会

日本内航海運組合総連合会

船員対策委員会

ジェンダーレスな視点による
船員対策検討会

ジェンダーレスな視点による
船員対策検討会

 船内居住設備への改善や労務・荷役軽減

 積極的に女子船員雇用する船主による企業説明会開催

 女子船員を採用する企業用、内航海運業界に就職を希
望する女子学生用の就職活動マニュアルの作成

 結婚・出産により海運業界より離れた海技免状保有者
の再就職活動支援等を検討

内航海運業を営む女性経営者をメンバーの中核とし、
各種船員養成機関を卒業する女子生徒・学生に積極
的に意見聴取を行い、魅力ある職業として内航船員
を選択いただくため、船員対策委員会へ提言します。
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ジェンダーレスな視点による船員対策検討会

清水海上技術短期大学校女子学生
との意見交換会

女子船員の
割合は３％

船内居住設備
の改善

育児・介護
休暇

ハラスメント
対応



女子学生を採用する船主による合同WEB企業説明会
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商船系高等専門学校女子学生のための
合同企業説明会

海技教育機構女子学生のための
合同企業説明会

意見交換会におけ
る女子学生の要望
に応え、本年度か
ら女子船員の雇用
を予定する船主に
よる合同企業説明
を商船系高等専門
学校、ならびに、
海技教育機構と開
催しました。
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内航船員の定着化に向けた対応
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海事局資料より

長い年月をかけて育成さ
れる船員教育訓練機関の
卒業生をいかにして業界
内に留めるかが非常に重
要な課題です。
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若手船員の定着化に向けた調査 (日本海洋科学)
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若手船員の定着化に向けた調査 (日本海洋科学)

前頁の「学生が内航海運会社
にたいする要望事項」の中の
第4位にネット環境整備があり
ますが、退職理由にはネット
環境が無いのは上がっており
ません。そもそも若手船員は
ネット環境を設備していない
船社には就職していない事が
わかりました。

暴力に関する対応は、海運業
界として真っ先に取り組む課
題と認識しており、組合員に
向けたハラスメント講習を各
地で開始いたしました。
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若手船員の定着化に向けた調査 (日本海洋科学)

調査報告書による課題提言

1. 荷主・オペレーターへの改正内航海
運業法順守の働きかけ

2. 内航海運業務の学生向けPR活動

3. コンプライアンスなど教育に係わる
講習会の主催やオンライン配信

4. 船内のWi-fi 環境整備支援

5. 船員養成施設との密な情報共有

6. DX(デジタルトランスフォーメー
ション)の推進支援

7. 船員教育・訓練マニュアルの作成



船員教育・訓練マニュアルの作成（海技教育機構)
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独立行政法人 海技教育機構 日本内航海運組合総連合会

内航総連が海技教育機構とおこなう様々な活動

 内航貨物船への夏休み体験乗船（ミスマッチの解消）
 オープンキャンパスへの事業社、学校卒業船員の派遣
 海技教育機構学生を対象とした内航貨物船見学会の実施
 練習船乗船中の実習生に対する特別講義
 海技教育機構ー日本内航海運組合総連合会意見交換会
 その他、各種イベントやPR活動における協力

船員養成機関として学生目線で最も有用な情報収集が可能であり、様々な知見を有す
る海技教育機構と内航船員の定着化に向けた教材等の開発および活用に関する研究を
委託する事としました。



船員教育・訓練マニュアルの作成
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自身の父親・祖父の世代の既存船員

新人船員

退職原因で最も
多い理由は職場
の人間関係

お互いがどの様
に接してよいの
かわからない

離職に悩む若手船員が
気軽に相談可能な連絡窓口の開設を検討しています。

船員教育・訓練マニュアル、ビデオ等の作成

1. 大型船（2名航海当直)へ乗船する新卒乗組員に
対する教育・訓練マニュアル

2. 大型船（2名航海当直)へ乗船する新卒乗組員を
迎える既存船員に対する教育・訓練マニュアル

3. 小型船（1名航海当直)へ乗船する新卒乗組員に
対する教育・訓練マニュアル

4. 小型船（1名航海当直)へ乗船する新卒乗組員を
迎える既存船員に対する教育・訓練マニュアル

話しにくい

聞きにくい
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内航船員確保対策協議会
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内航船員確保対策協議会

北海道 東北 関東 中部 近畿 神戸 中国 四国 愛媛 九州

日本内航海運組合総連合会

助成活動計画

主な活動内容

 めざせ海技者セミナー運営
 船員訓練機関に対するオープンキャンパスへの人員派遣
 海事関係者、学校教育関係者との意見交換会
 近隣小・中学校への出前授業の企画
 児童養護施設の児童・職員を対象とた出前講座、体験乗船の企画
 各地海運関係イベントへの参加及び内航海運業界のアピール
 各種広報グッズの作成及び配布
 その他

内航船員確保対策協議会とは

地方運輸局、地方海運組合等に
よって構成され、地域特性を生
かしながら、船員という職業の
紹介、船員の確保に関する様々
な活動を行っています。



内航海運業界における船員確保と育成について

Japan Federation of Coastal Shipping Associations 31

ご清聴誠にありがとう
ございました。
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